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	応用
	抗原情報
	背景
	リソソーム関連膜タンパク質2（LAMP2、同義語：LAMPB、CD107b）は、膜糖タンパク質ファミリーの一員です。この糖タンパク質は、セレクチンに糖鎖リガンドを供給します。LAMP2は腫瘍細胞の転移に関与している可能性があります。また、リソソームの保護、維持、接着にも機能している可能性があります。翻訳後修飾を受ける前のリソソーム関連膜タンパク質2（LAMP2）は約45 kDaのポリペプチドです。シャペロンを介したオートファジーにおいて重要な役割を果たします。オートファジーは、様々なストレスに応答して、また長い生物学的半減期を持つタンパク質の正常な代謝回転の一環として、リソソームにおけるタンパク質分解を媒介するプロセスです（PubMed:8662539, PubMed:11082038, PubMed:18644871, PubMed:24880125, PubMed:27628032）。GAPDHやMLLT11などの標的タンパク質に結合し、リソソーム分解の標的とすることで機能します（PubMed:8662539, PubMed:11082038, PubMed:18644871, PubMed:24880125）。飢餓に応答してリソソームタンパク質分解にも関与します（類似性による）。オートファジーにおけるオートファゴソームとリソソームの融合に必要（PubMed:27628032）。LAMP2を欠損した細胞はVAMP8を正常レベルで発現するが、オートファゴソーム上にSTX17を蓄積できない。これがオートファゴソームとリソソームの融合が起こらない最も可能性の高い説明である（PubMed:27628032）。オートファゴソーム内容物の正常な分解に必要（PubMed:27628032）。リソソームタンパク質分解における機能を介して、MHCIIを介した外因性抗原の効率的な提示に必要。エンドソーム/リソソーム区画内のプロテアーゼによって生成された抗原ペプチドは、新生MHCIIサブユニットによって捕捉される（PubMed:20518820）。MHCIIを介した内因性抗原の効率的な提示には必要ではない（PubMed:20518820）。
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	JAR 細胞溶解物中の LAMP2 発現のウェスタン ブロット解析。

